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通刊6６号

栄区では、「いたち川」の魅力をもっと区民の皆さん
に知っていただくため、７～８月を「いたち川月間」
として、水辺のイベントをＰＲしています。

①となりは森、横浜自然観察の森へ行こう2014
　日　時：7/13( 日 ) 10:00 ～ 12:00 ※小雨決行
　場　所：長倉公園から横浜自然観察の森へ
　問合せ先：長倉町小川アメニティ愛護会（佐藤）
　TEL：891-3802
②谷戸の自然観察会
　日　時：8/16( 土 )10:00 ～ 11:30 ※雨天中止
　場　所：瀬上市民の森
③水辺の生きものさがし
　日　時：8/31( 日 )10:00 ～ 12;00 ※雨天中止
　場　所：瀬上市民の森
　②③問合せ先：瀬上さとやまもりの会（中塚）
　segami.satoyama@gmail.com
④第２回いたち川まつり
　恒例のいかだ遊びをはじめ、鯉との力くらべや金魚
　すくいなど楽しいイベントが盛りだくさんです。
　日　時：8/24( 日 ) ９:30 ～ 14:30
　※雨天の場合　8/31( 日 )
　場　所：いたち川小いたち橋付近
   問合せ先：いたち川まつり実行委員会（坂元）
　TEL : 080-5178-7742

７～８月は「いたち川月間」です
　源流は瀬上池から区役所うらのいたち川と
の合流点までの細い水路、昔は猿田川と呼ば
れていた。右支川（みぎしせん）なんと風情
のない川の名。田んぼに取水するための堰の
跡が多く見られる。６月１０日ごろ、ホタル
が人を寄せる。カルガモの母子も５～１２羽
のひよこがかわゆいよ。住宅街を流れる川に
はぽい捨てが多い。しかし雨が降ると９９％
江の島の片瀬西浜海岸沖へと消える。沖はビ
ニールなどのごみが何１０年も浮遊。１５人
の会員は月１回ごみ拾い。それとは別に天気
予報の雨の前日にもごみ拾い。距離が２ｋｍ
もあるので良い運動にはなる。会員は減って
もなかなか増えてこないもんだね。
　１人でもごみ拾いが出来る、ごみ拾い専用
の道具を考案して、黙々と暑さにも寒さにも
かかわらず、ごみ拾いをして楽しむ。しかし
路上から４.3 ｍの長竿でやるので通行人に
はご迷惑をかける。竿が人に当たらないよう
細心の注意を払って拾わさせていただく。
　そのほか、間知石からの雑木、川沿いの雑
草の刈り取りをやってスッキリ水を流す。イ
ベントとして筏作り、おわんの舟作り、花づ
くりをして楽しんでおります。 
　（いたち川右支川水辺愛護会会長　岡 　力

つとむ
）

いたち川右支川水辺愛護会について

「いたち川いかだまつり」（2011 年８月）。岡さん手製
のおわんの舟です。いのち綱を大人が支えて安全に。寄稿
に合わせ岡さん得意の色鉛筆画をお願いしました。

【 版画　宗森英夫 】 【 上耕地橋下流右岸休憩所】

　

今
年
、
関
東
地
方
は
６
月
５
日
に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。

最
近
の
お
天
気
は
気
温
の
急
変
が
あ
っ
た
り
し
て
驚
か
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
で
す
。
６
月
初
め
に
は
北
海
道
で
も
気
温
37

度
の
日
が
あ
っ
た
り
、
一
日
の
最
低
と
最
高
の
気
温
差
が
28

度
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
て
い

ま
し
た
。
川
は
お
天
気
と
の
関
わ
り
が
流
量
に
す
ぐ
現
れ
る

の
で
、
散
歩
し
な
が
ら
観
察
を
し
て
い
る
人
も
多
く
、
特
に

梅
雨
の
時
期
に
は
水
量
が
豊
富
で
、
岸
辺
の
草
や
花
木
の
成

長
も
早
い
の
で
、
川
を
の
ぞ
き
な
が
ら
歩
く
の
が
楽
し
み
な

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

雨
に
映
え
る
花
の
代
表
は
ア
ジ
サ
イ
。
い
た
ち
川
周
辺
で

も
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
見
ら
れ
ま
す
。
古
く
は
「
万
葉
集
」
に

も
「
味
狭
藍
」
、
「
安
治
佐
為
」
と
記
さ
れ
、
長
い
歴
史
の

中
で
種
類
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
海
外
で
品

種
改
良
さ
れ
た
も
の
が
園
芸
種
と
し
て
逆
輸
入
さ
れ
、
ア
ジ

サ
イ
の
名
所
も
多
い
で
す
。
い
た
ち
川
の
散
歩
で
是
非
足
を

止
め
て
見
て
ほ
し
い
の
は
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
。
湿
っ
た
斜
面
に

自
生
し
て
い
て
６
月
頃
か
ら
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
白
い

蕾
を
保
っ
て
い
て
、
７
月
８
月
に
な
っ
て
や
っ
と
ア
ジ
サ
イ

ら
し
い
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
20
年
程
前
に
は
か
な
り
あ
っ
た

の
が
河
川
改
修
や
整
地
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
是
非

見
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
う
ぐ
い
す
）

梅
雨
時
の
散
歩
と
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
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い
た
ち
川
の
「
稲
荷
森
の
水
辺
」
の
散
策
路
に
は
約
100
ｍ

に
わ
た
っ
て
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
辺

に
群
生
す
る
多
年
草
で
、
ド
ク
ダ
ミ
科
で
あ
る
た
め
臭
気
が

あ
り
、
茎
は
高
さ
60
〜
100
㎝
で
直
立
し
、
葉
は
卵
心
形
で
５

〜
10
㎝
頂
点
部
の
葉
が
白
色
に
変
色
し
、
そ
の
時
期
が
過
ぎ

る
と
色
は
元
の
色
に
も
ど
っ
て
い
き
ま
す
。
半
夏
生
と
は
、

暦
で
言
う
と
夏
至
か
ら
数
え
て
11
日
目
を
言
い
ま
す
。
今
年

の
夏
至
は
昨
年
と
同
じ
６
月
21
日
で
す
か
ら
、
７
月
２
日
が

半
夏
生
で
、
10
日
頃
ま
で
に
鑑
賞
す
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
濃
い
緑
の
中
に
純
白
の
ド
レ
ス
を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な

情
景
は
見
事
な
も
の
で
、
夜
で
も
白
く
浮
か
び
上
が
り
、
葉

は
遠
く
か
ら
見
る
と
白
い
浴
衣
を
着
た
幽
霊
の
よ
う
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
２
日
は
雨
が
多
い
時
期

で
、
稲
が
大
地
に
し
っ
か
り
根
付
く
よ
う
願
っ
て
こ
の
日
を

「
タ
コ
の
日
」
と
定
め
、
そ

れ
ま
で
に
田
植
え
を
終
わ
ら

せ
、
「
タ
コ
」
を
食
べ
て
夏

に
む
か
っ
て
体
力
を
付
け
る

習
慣
が
あ
り
ま
す
。

  

名
前
の
由
来
は
、
暦
の
「
半
夏
生
」
と
、
葉
の
色
が
半
分

変
わ
る
こ
と
か
ら
「
半
化
粧
」 

、
生
薬
の
半
夏
（
カ
ラ
ス

ビ
シ
ャ
ク
）
と
開
花
時
期
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
ど

諸
説
が
あ
り
ま
す
。   　
　
　
　
　
（
水
・
人
・
子
）

　　
夜
が
更
け
る
頃
、
戸
塚
や
大
船
、
そ
れ
に
弘
明
寺
の
方
か

ら
小
菅
ヶ
谷
へ
帰
っ
て
く
る
と
、
笠
間
か
ら
岩
瀬
、
そ
し
て

公
田
の
森
に
か
け
て
、
よ
く
狐
火
が
見
え
ま
し
た
。

そ
れ
、
あ
れ
が
『
狐
の
嫁
入
り
』
っ
て
や
つ
だ
あ
な
。

あ
っ
ち
の
山
の
男
狐
が
、
こ
っ
ち
の
山
の
女
狐
を
嫁
さ
ん
に

も
ら
っ
て
よ
…
。
あ
り
ゃ
、
行
列
つ
く
っ
て
、
そ
の
帰
り
だ

な
…
」
お
じ
い
さ
ん
に
、
こ
ん
な
話
を
聞
か
さ
れ
る
、
子
供

た
ち
は
す
っ
か
り
信
じ
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
怖
い
け
れ

ど
よ
け
い
に
見
た
く
な
っ
て
お
じ
い
さ
ん
の
後
ろ
に
か
く
れ

る
よ
う
に
し
な
が
ら
、
そ
の
光
の
列
を
な
が
め
た
も
の
で
し

た
。
（
注
１
）

　
こ
の
よ
う
な
民
話
や
伝
説
は
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
狐
の
嫁
入
り
」
を
調
べ
て
み
る
と
二
つ
の
解
釈
が
出
て
く

る
。
そ
の
一
つ
が
上
記
の
よ
う
な
話
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

「
日
が
照
っ
て
い
る
の
に
雨
の
降
る
天
気
。
お
天
気
雨
」
と

い
う
も
の
だ
。
こ
れ
は
広
辞
苑
で
も
大
辞
林
で
も
同
じ
だ
。

「
狐
の
嫁
入
り
」
は
「
狐
火
」
現
象
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
即
ち
、
狐
火
が
多
く
連
な
っ
て
嫁
入
り
行
列
の

提
灯
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
狐
火
を
ひ
も
と
く
と
、
狐
の
口
か
ら
出
る
と
い
う
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
の
夜
間
、
野
原
や
山
間
な
ど
に
多
く
見
ら
れ

る
奇
怪
な
青
白
い
火
…
と
さ
れ
て
い
て
、
蕪
村
の
有
名
な

句
、
『
狐
火
や
髑
髏
（
ど
く
ろ
）
に
雨
の
た
ま
る
夜
に
』
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
昨
今
、
祭
に
仕
立
て
ら
れ
て
観
光
客
を

集
め
て
い
る
の
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
も
の
と
し

て
は
新
潟
県
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
で
春
先
に
催
さ
れ
る
も
の
が

有
名
だ
。
ま
た
、
あ
る
人
は
、
黒
沢
明
監
督
の
オ
ム
ニ
バ
ス

映
画
「
夢
」
の
中
の
シ
ー
ン
を
思
い
出
す
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ピ
ン
テ
ー
ル
）

（
注
１
）「
本
郷
の
民
話
と
伝
説
（
本
郷
郷
土
史
研
究
会
）
」

の
中
の
「
狐
の
嫁
入
り
（
小
菅
ヶ
谷
）
」
か
ら
抜
粋
し
た
。

ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
（
半
夏
生
）

狐
の
嫁
入
り

　日本ではトンボと聞くと、川のせせらぎ、虫採りの情景を想
い起こし郷愁を感じますが、外国ではトンボの顔が虎に似てい
ることから、あまり好感をもたれていません。日本では稲の害
虫であるウンカ、ヨコバイを捕食することから有益虫としても
守られてきました。なかでも、ヤンマ類は空中を力強く飛びな
がら、ハチやアブのようなどう猛な虫を捕えて食べ、その果敢
な行動や前進するのみで後退しないことから、多くの武将は兜
や刀の鍔などに紋様として使い、別名「勝ち虫」と呼ばれてい
たようです。
　栄区も昭和 40年代以降急激な都市化により、森林や田畑は宅
地化され、河川や小川の護岸がコンクリート化されたために自
浄作用を失った河川は水質汚濁が進みましたが、昭和 60年代に
入る頃から、下水道の普及が進むと共に環境復元の意識が高まっ
たことから水質が好転し、いろいろなトンボを確認することが
できるようになってきました。
　わが国に生息するトンボは、200 種類にのぼり、成虫の生殖
活動の場と、幼虫の生息環境によって、流水域に生息する種と
止水域に生息する種に大別されます。流水域にはヤンマ類、ハ
グロトンボ、カワトンボ類などが、止水域にはイトトンボ類、
シオカラトンボ類、アカトンボ類などが生息しています。６月
に入ると、市内の小学校のプールを清掃する前に、トンボのヤ
ゴを捕獲して調査しています。すると、約 30種のトンボが冬季
にはヤゴで越冬していることがわかってきました。代表的なヤ
ゴは、アキアカネ、ノシメトンボ、シオカラトンボ、アジアイ
トトンボ、ウスバキトンボ、ギンヤンマなどで、天敵のいない

露天のプールはトン
ボにとって楽園で、
冬季に 8 回から 10
回の脱皮を行い、ト
ンボになる大事な水
辺となっています。
平成７年に荒井沢市
民の森周辺で調査し
た報告書は、20 種
類が確認されていま
す。ヤンマ類は幼虫
期が１年～２年以
上、シオカラトンボ
は秋季～冬季７か月くらいで１か月くらいは未熟成虫として木
陰に生息し、成虫として飛び交うのは４か月くらいと言われて
います。トンボは種類によって生態は異なりますが、幼虫期間
の１番短いものは１か月くらいのウスバキトンボで、１年に何
度か生まれ変わっています。ウスバキトンボは温度が 15度以
下になると死んでしまうのですが、勢力圏拡大のために北上を
繰り返しています。３月、４月に沖縄や九州南部をスタートし
て次第に北上し、途中産卵して親は死にます。北上は親から子
に、子から孫へと引き継がれて北海道を越えてサハリンまで飛
んでいくと言われています。いたち川付近に到達するのが 7月
頃で、天高く集団で飛んでいる色の薄いアカトンボは沖縄から
来たウスバキトンボです。オツネントンボは名前の通り成虫で
冬季を木陰や物置の中で越年することから名前がついています。
いたち川周辺で６月から９月に良く見られるトンボは川縁を蝶

生
息
域

生
息
域

種　　類 種　　類

流
　水
　域

止
　水
　域

止
　水
　域

　　　

オニヤンマ
ミルンヤンマ
ダビドサナエ
ヤマサナエ
ヒガシカワトンボ
*ハグロトンボ
シオヤトンボ

ウスバキトンボ
コシアキトンボ
ナツアカネ
マユタテアカネ
*ヤブヤンマ
　

クロイトトンボ
アジアイトトンボ
ホソミオツネントンボ
クロスジギンヤンマ
ギンヤンマ
ジョウジョウトンボ
シオカラトンボ
オオシオカラトンボ
アキアカネ
ノシメトンボ
ウチワヤンマ
*コフキトンボ
　*印　いたち川で筆者が
確認したものを追加しました

　
　

いたち川周辺のトンボ

ショウジョウトンボ

ウスバキトンボ

ハグロトンボ

シオカラトンボ

オニヤンマ

のように飛び交うハグロトンボで、一時横浜市
から絶滅したと言われていましたが 10年前に
いたち川で生息が確認され、今では何処でも川
面を乱舞している姿を見ることができます。川
に沿って矢のように一直線に飛ぶオニヤンマや
ギンヤンマは、子どもたちのあこがれのトンボ
で、追いかけた人も記憶にあると思います。ほ
かにも、シオカラ、オオシオカラ、稀にコフキ
トンボを見ることができます。
　区役所裏の右支川上流部の木陰には、尾の一
部が黄色（オス）、または白（メス）で、胴体
や尾の先は黒色をしたコシアキトンボを見るこ
とができます。上流部に行くとギンヤンマ、ダ
ビデサナエ、ヒガシカワトンボやムカシトンボ
を観察することができます。いたち川を散策し
ながら、一年間を通してトンボの観察をしてみ
たら、新しい発見があるかもしれません。子ど
ものころに遊んだトンボ採りやトンボ釣りなど
を、次世代の子どもにいたち川を散策しなが
ら、一年間を通してトンボの観察をしてみた
ら、新しい発見があるかもしれません。子ども
の頃に遊んだトンボ採りやトンボ釣りなどを、
次世代の子どもに伝えたいものです。
　　　　　　　　             （水・人・子）


